














Systems Approach to the Education Program for Development of Employability 




 2.1 システムの定義 
 2.2 システムの類型 
 2.3 システム思考の類型 
3. 大阪成蹊大の研究プロジェクトのシステム理論的解釈 
 3.1 システムの目的 






































































































 1 問題の定義（要求の明確化） 
 2 目標の選択（物理的要求、価値体系の明確化） 
 3 システム合成（可能な代替的システムの創生） 
 4 システム選択（ 適な代替案の選択） 
 5 システム開発（プロトタイプ作り） 
 6 カレントエンジニアリング（モニタリング、修正、設計段階へのフィードバック） 
 よく知られた、サイモンの意思決定の 3 段階説でいえば、問題認識のフェーズが、
上記の 1，2 にあたり、代替案の設計のフェーズが 3 にあたり、代替案の評価と選択











体的な方法論としては、Checkland and Scholes（1999）の SSM（Soft Systems 
Methodology）などがある。高橋（2007）では、ソフトシステムズ・アプローチを特
徴づける次元として、次のものをあげている。 
 1 コンフリクトの扱い 
 2 不確実性の扱い 
 3 問題に関与する人々の扱い 
 4 問題の定式化と目的 
 5 データの必要性 














 正式には、平成 22 年度後期からの 2 年間は，文部科学省「大学生の就業力育成支
援事業」の採択を得て、大阪成蹊大学内では、「産高大連携と PBL による IT 実践人














 3.1 システムの目的 
 このプロジェクトの成果を発表したいくつかの文献に、このプロジェクト（システ
ム）が発足したきっかけについて、次のように述べられている。ここでは、引用では
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